
ハトとコラル

非グリッドの土地分割システム

布野修司

We have been conducting the field research under the title'Origin, Transformation, 

Alteration and Conservation of Urban Space of Colonial Ci ties. This paper 

discusses the characteristics of the Spanish colonial cities in the Cuba Island. 

During Spanish colonial period, approximately a sixty of colonial cities were 

established in Cuba. This study has been accomplished based on the analysis of old 

maps from AGI(The Archive of the Indies in Seville-Archivo de Indias de Sevilla). 

We classify them into several types according to the criteria of urban items such 

as location, urban, plaza, blocks, streets, measures, plots etc, which Law of 

Indies describes and discuss the transformation process of the city. 

カンポン 1とカンポンという言葉いに導かれ、植民都市研究 iiiへ赴き、オランダ植民地

を軸にして一応のまとめ ivを行った段階では、まさかカリブ海、しかもキューバに行くこ

とになろうとは思わなかった。アジアの植民都市ということで、北ルソンのスペイン植民

都市ヴィガン vを調査したことはあるが、スペイン、ポルトガルの植民都市については手

も足も出ない、と思っていた。第一、スペイン語という大きな壁がある。

ところが、ホアン。ラモン・ヒメネス・ベルデホロという共同研究者を得て、事情が変わっ

た。氏の旺盛な研究意欲に突き上げあれるようにスペイン植民都市研究に手をつけるこ

とになった。氏が、セヴィージャ Sevillaのインディアス古文書館 El Archivo General 

De Indias (AG!) に収蔵された植民都市関連地四資腿 71 5 2枚をマイクロフィルムの形

で入手、所有していたことも大きい。研究費 v口も得て二度もカリブ海を訪れることにな

りviii、多くの発見があった。その最大なものが、ハトとコラルという円形を用いた土地

分割システムである。以下に、ハトとコラルを中心に、これまでの成果を紹介しだい。

7 152枚の地図

インディアス古文書館 (AG!) の 16部門 ixのうち、

第 16部門の地医。計画図 Mapas y Planos部はグラ

フィカルなデータを集中的に集めている。ペデロ。トー

ス・ランサ Pedro Torres Lanzaが 1897年にこの

をつくり、現在も収集が続けられている。

第 16部門は、凱域毎に 30の部門に下位分類されて

いる。 2001年 4月 1日に入手することができた地図は

1 -1 1 , 1 4、 20, 24, 30を除く部門である。その総計

7 152枚の地図類は、 4480にラベル化される x。その内、

3558枚がいわゆるラテンアメリカに関するものである

（表 1)。

5. -Florida y Luisiana 

6.-Guate1mla 

7.-Mexico 

8.-Panama 

9 .-Peru y Chile 

10.-Santo Do皿ngo.

11.-Venezuela. 丁
表 1 インディアス古文書館 (AI G)に収蔵のマイクロフィルムの部門と数

（網かけ部分は未入手）
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坦図類は、次の 8種に分類できる。

A. 一般地図：新たに発見した領域を描く士也図。山川など地理学的要素が記入される。（図 11)、B.軍事用地図、 C

韻域言十両図（図 12)、D 都市一般図（図 14)、E 都市計画図（図 13)、F 建築設計図（図 1.5)、G 都市建

築要素の詳紐図、 H.その他。このうち C.がハト hato図あるいはコラル coral図と呼ばれる、入植者に割り当

てられた農地・放牧地の範囲を円形に示す図である。ラテンアメリカに関する 3558枚の地図をこの分類に従っ

て分けると表 2のようになる。

図 I

1 軍裏地図 l_aHabana (飢useooNaval, sec Cartog〉〈VI-C-9)

2 /¥卜図沿araco1742 (AGI_ Santo Domingo,211) 

3 都市図 「'anama1609 (AGL Panama 87) 

4 都市計画図 丁alaverade la Reina_ 1576 (AGI Buenos Aires,6) 

2 5 要塞図 (AGIPeru 238) 

4f 

1-C'eographic容応ral 2-Ce⑫ m年 n祉血 双扇珂誼μ-oyec叫 4-Ur畑1Prq謬t 5-U徊堅工ral 6-Architect⑪加Pmject 7-Details 8--0ther 

A皿 ricaCenerales 8 

Crnterr血 183 40 ， 7 6 79 ， 12 

Santo Domingo 199 46 177 41 44 349 42 18 

Panarrn 128 29 16 8 13 138 31 11 

紐 xico 235 8 31 50 97 T/9 笠） 43 

BueoosA此s 141 18 4 瓦 6 86 19 15 

Verezi叫la ](XJ 12 15 8 s 140 5 I 

Pe1u-C証e 116 I 12 17 19 咲） s IO 

F101姐icla-lJ (J) 6 23 4 ， 157 11 8 

1170 l① 却 155 199 1318 151 118 

354 lal::els 
、...

表 2 入手した地図の地J或別数
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ューパのスペイン植民都市

西欧世界にとって、キューバの歴史は、クリストバル・コロン (1451-1501)の「新大陸」の「発見」の「航海」

る。 1492年に、コロンは、今日のバハマ諸島の小さな島、現地人の言うグアナハニ島、彼がサン・サル

島と名づけた島を「発見」したあと、キューバ、そしてエスパニョーラ島（ハイチ、 ドミニカ）に寄港し

ているのである。もちろん、キューバがコロンによって初めて「発見」されたのではないことは、今でははっき

りしているが、ここでは、コロン以降のキューバにおけるスペイン植民都市の建設の歴史を必要な範囲で振り返っ

ておきたい。キューバを中心とするカリブ海史については、日本では研究の蓄積は薄いが、大きな流れをつかむ

上では、 E.ウィリアムズの名著『コロンブスからカストロまで』 X iがある。また、スペイン語の適史としては、

Ricardo V. Rousset (1918) などがある X ll。

スペイン人がキューバ島を最初に訪れた頃、キューバには少なくとも三種のインディオ X iiiが居住したとされ

るが、詳細はわかっていない。また、考古学的な遺構も少なく、キューバ固有の先住民はいないとされる。一般

には、フロリダ、ユカタン半島、あるいは南アメリカから移住してきたと考えられるが、バベケ Babeque島（ド

ミニカ共和国）から移ってきたシグアヨ Ciguayos族が先住していたという説もある。多くの研究者は、ヴェネ

ズエラのオリノコ /II周辺から移住したと考えている X 1V。

知られるように、「発見」以降、最初に征服され、拠点とされたのはエスパニョーラ島であり、キューバは

151 0年までは放置、無視されたままであった。ただ、セバスチャン・デ・オカンポ Sebastiande Ocampoが、

この間、キューバ沿岸部を全て探索し (1508年）、良港となる湾としてカレナス Carenas(ハバナ）とジャグ

ア Jagua (シェンフエゴス）を発貝している。

1 5 1 1年、デ。オカンポによってもたらされた情素見をもとに、キューバの征服に乗り出したのがディエゴ。ヴェ

ラスケス DiegoVelazquezである。ヴェラスケスはエスパニョーラ島の征服によって最も裕福となった軍人で

あり、彼には、後にアメリカ大陸で名をなすエルナン。コルテス Hernan Cortesらが付き従っていたことが知

られる X V。また、スペイン人のインディオの虐殺を告発することになるラス。カサス Bartholomewde las 

Casas x団は、ヴェラスケスの友人であり、共にキューバに移り、定住している。

征服は暴力的に行われ、エスパニョーラ島から逃亡してきたアトウエイ Hatuayの指揮の下でインディオたち

は抵抗するが、数ヶ月後には鎮圧され、アトウエイは火災りに処せられている。この戦闘も含めて、キューバ植

民の経緯については、ラス・カサスの『インディアス史』（第 3巻 21 章 ~32 章） X ¥凡lに書かれている。

征服は東部から な さ れ 、 最 初 に 建 設 さ れ た村、居留地（ヴィジャ vi!1 a) がバラコーア NuestaSef¥ora de 

Asuncion de Baracoaである (1512) である。バラコーア以降、スペインが建殴した拠点、 58都市を、諸文

献 XViiiをもとに年代順に示したのが図 2である。最初期、ヴェラスケスの時代に建設された 8都市は、今口のキュー

バの主要な都市ともなっている。

キューバは金の採掘によって一時繁栄するが、金はまもなく枯渇し、スペイン人の入植活動がメキシコ、ペルー

など大陸へ移行すると、活動は停滞する。その後 18世紀末まで、キューバは人口も少なく、牧畜とタバコ、砂

糖を生産する小農的な植民地にとどまった。ただ、ハバナが大陸のスペイン植民地と本国との間の貿易の中継地

となり、それなりの地位を保つことになる。西欧列強の海賎が横行し、ハバナ固辺には要塞が建設される。市壁
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をもったキューバのスペイン植民都市はハバナだけである。今日のハバナの骨格ができるのは 1670年頃である。

1 8世紀末から大規模な奴隷制砂糖プランテーション産業が勃興する。隣接するフランス領サン・ドマング（ハイ

チ）で奴隷反乱が起こり、砂糖産業が壊滅したことが大きい。また、アメリカ合衆国が独立して新たな市場となっ

たことも大きな要因とされる。 1840年代には鉄道や蒸気機関が導入され、 60年代には世界最大の砂糖生産地

となった。

1 9世紀初頭に、イスパノ・アメリカの地域は本国からの独立を次々に達成するが、クリオーリヨ（クレオール）

の内部分裂などで、キューバの独立は遅れる。 1868年に独立のための反乱が起こるが(「 10年戦争」）、反乱は

功を奏せず、 J.マルティの指導のもとで独立を達成するのは、米西戦争 (1898)を経た 1902年 5月のことである。

1-Baracoa (1512), 2-Bayamo (1513), 3-La Habana (1515), 4-Remedios (1514), 

5 -Santi Spiritus (1514), 6-Puerto Principe (1515), 7-Santiago de Cuba (1515), 8-Trinidad (1515), 

9-Melena del sur (1650), 10-Holguin (1523), 11-Consolidacion del sur (1690), 12-Villa Clara (1690), 13-Matanzas (1693), 

14-Santiago de las Vegas (1725), 15-Jiguani (1701), 16-Bejucal (1713), 17-Guines (1735)、18-SanFelipe (1739)、

19-San Cristobal (1743)、20-Juan Alberto Gomez (1747), 21-Guaimaro (1750)、22-Las Tunas (1750), 23-Sagua de Tanamo (1750), 24-

San」uany Martinez (1750), 25-Los Palacios (1763), 26-Guisa (1766), 27-Jaruco (1770), 28-Pinar del Rio (1773), 29-Nuevitas (1781), 

30-San Diego de los Banos (1775)、31-San Jose de las Lajas (1778), 32-Guira de Melena (1779), 33-San Antonio de los Banos (1782), 

34-Mariel (1797), 35-Cumanayagua (1800)、36-Santa Rita (1800), 37-Nueva Paz (1802), 38-Madruga (1805), 39-Manzanillo (1792), 

40-Casilda (1808), 41-Sagua la Grande (1812), 42-Va「adero(1815), 43-Cifuentes (1817), 44-Colon (1818), 45-Cienfuegos (1817), 46-

Santo Domingo (1819), 47-Gibara (1820), 48-Guantanamo (1820), 49-Moron (1827), 50-Nueva Gerona (1827), 51-Cardenas (1828), 

52-Caibarien (1832), 53-Ciego de Avila (1840), 54-San Luis de las Pinos (1845), 55-Bemba Qovellanos) (1849), 56-5ibanicu (1849), 57-

Vinales (1875), 58-Banes (1887) 

図2 キューバのスペイン植民都市
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エゴ・ヴェラスケスに率いられたスペイン人が入植し、バラコーアを建設した 1512

キューバ島は、グアニグアニカ Guaniguanica,マリエン Marien,ハバナ，サバネケ

baneque, ハグア Xagua,クバナカン Cubanacan,マゴン Mag6n,カマグエイ Camaguey,

オルノファイ Ornofay,マニアボン Maniab6n,バヤモ Bayamo,クエイバ Cueiba,マカカ

Macaca, バヤティキリ Bayatiquiri,バラコーア、マイシ Maysiという 16の先住民の領域

からなっていたとされる。ヴェラスケスたちは、この 16の領域をコントロールするために、

バラコーアに続いて、バヤモ (1513),トリニダード，サンクチ。スピリタス SanctiSpiritus、

ハバナ (1514),プエルト。プリンシペ PuertoPrincipe (1515)、サンチアゴ・デ・キュー

バ (1515)の7つの植民都市（拠点）を建設した。

ーバ島の領域分割：ハトRコラ］いシステム

1774年に、植民地政府は、キューバ島をハバナを中心とする西部打政区とサンチアゴ・デ。

CLーバを中心とする東部行政区の二つの行政区デパルタメント departamentoに分ける。

I g; 汀7年には、西部行政区を二つに分け、ハバナの西をピナー］レ・デル・リオ Pinarde! R10 

巾心とする新たな凸部行政区とし、ハバナを中心とする領域を中部行政区としている。す

なわち、領域を三区分とした。

10年戦争 x以後の 1878年に、植民地政府は、さらに頌域分割を行い、 6つの州プリヴィ

ンシア provinciaを設ける。これはスペイン本国における州構成を導入するものであり、州

いの選定を行おうとするものであった。 6州は、西から東へ、ピナール・デ・リオ、ハバナ、

';タンザス Matanzas、サンタ・クララ SantaClara、プエルト・プリンシペ、サンチアゴ・

．，・キューバである。 1899年に、プエルト・プリンシペはカマグエイに、 1905年にサン

ゴ・デ・キューバはオリエンテ Orienteに、 1940年にサンタ・クララはラス・ヴィジャ

L21,: Villasに、それぞれ改称されている。

1978年 6月に樹立された現在のキューバ政権は、新たな巧政区分を行っている。結果と

して、 14の州と 1特別州から今日のキューバはなる。各州は計 169の自治体 municipioに

分かれ、各自治体はさらに居住区バリオ barrioに分かれている。

スペイン国王は、当初、デイエゴ・デ・ヴェラスケスに征服した先住民の土地を分配する権

力を与えた。その際、ヴェラスケスは、カバレリア caballeriaxxとペオニア peoniasxx 1 

というスペインで用いていた単位を使っている。新たに分配された土地は 4年間の粗作の義

務が課せられた。また、私的な土地とともに住民組織のための共有の土地も分配されている。

1512年 1月 15日に自治法が施行されて以降は、市政府カビルド cabildxxiiが土坦の分配

を行うようになる。土地の獲得は、メルセド Merced(土地の権利）の獲得によってイ予われた

が、そのために必要とされたのは以下である。

a)セヴィージャのインディアス枢密会議 ConcejoReal y Supremo delas I叫 iasに規定

のお金を納める

b)カビルドに規定の頭数の家畜を収める

c)土地の使用期賑の決定

d)所有地の近隣に旅人のための宿所（飲料水と薪の提供）の建設。

このシステムは 1690年まで 179年間続くことになる。

A・C 

B
 

D
 

図3 /¥バナ州の/¥卜とコラルのグルーピング

］ 全体分割 G I S date 

B 北東部 1729 AIG-MP Santo Domingo 153 

A、C西部 1756 AIG-MP Santo Domingo 303 

〇 南部 1739 AIG-MP Santo Domingo 195 
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図4 AIG-Sar.to Dornicgo 209 

/¥卜とコラルの形態

メルセドの面稿はハトあるいはコラルによって規定された。コラルは半径 lレグア

legua(リーグ） xx iii、ハトは半径 2レグアの口形の上地を意味する。ハトとコラルの

間の土地はレアレンゴ Realengoと［呼ばれ、スペイン国王に属す。

当初、メルセドの分譲に当たってハトとコラルの面積を厳密に規定せず、要求され

た土地の場所を指定するのみであった。重要なのは中心の決定であって、境界の決定

は曖昧で、不正確であった。他に居住者がいないのであるから当然である。時を経て

新たな土地が譲渡されるようになると、土地の境界をめぐる紛争が頻発し始める。他

の所有者のハトあるいはコラルと重なるケースが起きだからである。

植民馳政府は、 1579年になってようやく土地確定のための測量規則を制定することになるが、そこで大きな役割を果たしたの

が土地測量士ルイス・オブ・ペニャ Luisof Penaである。

当初、メルセドは個人に分譲されたが、世襲が可能であった。次第に家族の各成員にも譲渡され、他人に権利を与えることも行

われるようになった。結果として、共同所有のハトあるいはコラルも出現している。

リカルド ・V・ルーセット RicardoV.Rousset xxivによれば、 1509年から 1742年にかけて分譲されたのは。コラル 858、ハト

100、ハト＋コラル 26である。ハトとコラルは、大きく、ハバナ、ロス・ピノス、マタンザス、サンタ・クララ、カマグエイの

5つの地域にグルーピングできる。キューバ島東端部のオリエンテ地域ではハト・コラルによる領域分割は行われていない。一例

としてハバナ州のハト・コラル図を固 3に示す。

リカルド ・V・ルーセットの調査によると、計 548のハトとコラルは当初の名前が知られるが、残りの 310については、 15世

紀から 16世かけての英国の海賊の侵略を受け、古文書が失われているため明らかにできない。

上逹のように、各州はいくつかの自治体（ムニシピオ municipio) をもつが、具体的には、サンタ・クララは 30、ハバナは 20、

マタンザスは 19、ロス・ピノスは 14、カマグエイは 8の自治体からなる。そのうち、最も多くのハト・コラルからなるのは、カ

マグエイ州のカマグエイ自治体で、 79ある。続いて、サンクチ・スピリタス 78、グアネ 37、サンタ・クルス・デル・スル 33、

マントウア 32、イスラ・デ・ロス・ピノス 32の順である。 2つのハトあるいはコラルからなる自治体が 11、ひとつのハトない

しコラルからなるものが 8ある。

セヴィージャのインディアス公文書館 (AG!) には、計 149のハト・コラル図があり、全部で 287のハト・コラルが描かれてい

る。古いものは 1728年、新しいものは 1847年の図が含まれている。当初は、ハト・コラル図は用いられなかったことがわかる。

ハトとコラルにつては、一枚の興味深い図がある（図 4): AG!-Santo Domingo 209)。

これによると、ハト 1 つからなる］から 11 の土地のかたちが分類されている。 1 —］＼卜、 2 コラル、 3- 4つのハト、 4-3つのハ

トと 1つのコラル、 5-2つのハトと 2つのコラル、 6-1つのハトと 2つのコラル、 7- 1つのハトと 1つのコラル、 8-2つのコラル、

9- 1つのレアンゴ（ハトとして用いられる）， 10- 1つのレアンゴ（コラルとして用いられる）、 1し最小土地

日本の条里制、米国のマイル・グリッドなど、方柊地割（グリッド・パターン）が古今東西に広く見られる中で、この口による分

割は極めてユニークである。

キューバのスペイン植民地におけるこの極めてユニークな領域分割システムについて、ハバナ周辺について具体的に明らかにし

たが、その要点は以下のようである。

①キューバでは、入植者に一定の囲い地、すなわち牧畜のための土地ないし農地が与えられたが、それをハトあるいはコラルと

いう。コラルは半径 lレグア（リーグ）、ハトは半径 2レグア（リーグ）の円形の土地である。

②ハトとコラルによる領域分割によって、 18世紀末までにキューバ島全域が分割された。

③ハトとコラルの領域が重なることから、ハト・コラル図が作られるのは 1730年代からである。

④ハト。コラルは、沿岸部の入植拠点にまず設置され、その周辺に付加する形で拡がっていった。

⑤ハト。コラルの内部分割が行われるのは 1820年代以降である。

⑥ハト。コラルによる傾域分割の痕跡は、今日の斤政境界に円弧の形で残っている。
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ューバ都市モデルの類型

ーバのスペイン植民都市 58のうち、セビージャのインディアス古文書館 (AG!) に都市図が残されてい

は 26である。サンチアゴ。デ。ラス。ヴェガスとヌエヴァ。パスの都市計画罰が二種あり、都市四につ

合わせると 28となる XXV。この 28枚の都市図は図 5に示す通りである。各都市の建設年、建設者、立地、

各都市図の製作年、製作者は明らかになっている。

4. 1 都市形態と街路体系

都市全体の形態についてみると xxvi、まず、全体が市壁および稜堡 bastionによって囲われたものとそうでな

いものにわけることができるが、前述のように、キューバで市壁をもつのはハバナのみである。イベロ・アメリ

カ（ラテン。アメリカ）全体をみても、スペイン植民都市で市壁をもつものは少ない。周辺に要塞をもつのは、

ハバナの他、サンチアゴ・デ・キューバ、マタンザス、シェンフエゴス、ヌエヴィタスである。これらの都市は

戟略土重要な奥点であったことがわかる。

街忙各体系として、グリッド・パターン（直交街路パターン）を採るものとそうでないもの（不規則なもの）が

あるが、後者のバラコーア、バヤモ、プエルト・プリンシペ、トリニダードなど、ほとんどがヴェラスケス時代

に建設されたものである。これを第 I類型とすることができる。ハバナ、サンチアゴ。デ・キューバにしても、

全体的にはグリッド・パターンと言えるが、正確な直交グリッドにはなっていない。

スペイン植民都市の特徴とされる直交グリッドの街路体系をもつ都市でも、インディアス法が理念化するよう

な完結的な形（矩形）を採るものとそうでないものに分けられる。前者が第 lI類型、後者が第 III類型となる。理

念型がそのまま実犯された場合も、グリッドに従って拡張が行われるのが一般的である。

ここで、都市モデルの哩念型を示すと考えられる完結的形態（矩形）をしている都市図 13についてみると以

下のようである。全体が王八角形をしており、放射状の街路体系をとるヌエヴァ。パス（医 5、21) は、唯一特

異であるが、実際の建設には用いられていない。

この全体が矩形で示される 13例のうち、東西 x南北の街区数をみると以下のようである（図 6)。

マヤリ： 3 X 3、サン・ファン・デ・ラグニジャス： 3 X 4 

マナファイ： 4 X 4、サン・フェリペ： 5 X 7 

サンタ・クララおよびハルコ： 6 X 6、アトチャ ： 7 X 6 

サンチアゴ・デ・ラス。ヴェガス:8 X 9、ヌエヴァ・パス： 9 X 9 

ギネス： 1 0 X 1 0、サンチアゴ・デ・ラス・ヴェガス： 1 1 X 1 1 

ヌエヴィタス： 1 2 X 8、ニペス： 1 3 X 13 

隈られだ数ではあるが、以上のように、キューバにおいては、ホセ・デ・エスカンドン Jose de Escandon 

がメキシコのヌエヴォ・サンタンデール NuevoSantanderで用いたような統一的なモデル xxviiは用いられなかっ

たと考えられる。

も〇 布野修司 I ハトとコラル ー非グリッドの土地分割システムー



図sキュ--バのスペイン植民地図
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4.2 街区、広場、街路

都市全体の形態は、以上のようであるが、直交グリッドの街路パターンを採る 22の都市について、街区、広

場の規模、形状、街路幅員についてみると以下のようである。

まず、街区と広場の形状に着目すると、 S:全て正方形の区両からなるもの (6/22) とR:全て長方形の区画か

らなるもの (6/22) があり、残り (10/22) は、正方形と長方形の二種類の区画からなる。

知られるように、インディアス法は、東西南北の長さの比が 1.s:1となることを推奨しているが、中央広場が

正方形であるものが少なくない。

22の都市のうち、広場を一つだけ持つものは 12ある。そのうち広場が中心に位罹するのが 8つである。 2つ

以.]: の広場を持つ 10都市のうち、中央と東北、西北、西南、東南の 4ケ所、計 5つの広場をもつのが、ギネス、

ヌ:にヴィタス、ニペスである。これは、ひとつのプロトタイプと言えるだろう。

fソディアス法は、内陸に立地する場合は中心に置くとし、沿岸部に立地する場合は港の近くに置くというが、

中心＼し広場を持たないものは、実際、海岸部もしくは）ii沿いに立地するものである。

インディアス法は、中央広場を中心に都市の建設と構成を記述する。そこで、広場と広場周辺の街区の形態に

よって、都市モデルを類型化してみよう。実際、最初に広場を中心として周辺の街区が計画されるのであるから、

その類型で都市モデル全体を類型化することが本質的であると考える。

7 152枚の則図のうちグリッドプランを採る都市図が残されているのは 110都市であるが、中央広場と周辺街

路との関係、すなわち中央広場から発する（中央広場へ達する）街路の方向と数を見ると、 Aから Fの 6パター

ンにきれいに区別することができる。キューバのスペイン植民都市 22を、街区が正方形あるいは長方形の 1種

類からなるものと 2種類以上からなるもの、そして、街区の形状が正方形か長方形かを分類軸として、ヴァリエー

ションも含めて図示したものが図 7である。同じパ

ターンを採るものは少なく、むしろ、ヴァリエー

ションは多いといえるであろう。

以上の類型は広場の規模とある程度関係する。中

央広場の規模を見ると、ヴァラ vara(O836 rn) x 

Xviiiを単位として、最小 70varaX 70varaから

最大 280varaX 280varaま で 、 そ れ ぞ れであ

る。 1OOvara X 1 OOvaraが 3都市、 120vara

x 120varaが 2都市、 95vara X 9 5varaが 2都

市であり、強いて言えば、 1OOvara X 1 OOvara 

近辺が多いとい え る 。 基 本 的 に lOOvarax 

1 OOvaraで計画され、両端に 12varaの街路幅を

加えると 124varaとなる。都市図の残されてい

るスペイン植民都由全体で最も多い広場の規模は

124vara X 12 4varaで都市ある。

gii 
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図6 基本モデルの街区割リのパターン
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インディアス法は、 200piexx以 X 300pie (66 7vara X lOOvara) を最小とし、理想を 400pieX 

600pie (13 2vara X 200vara)、最大を 530pieX 800pie (1 76vara X 266vara) としている。キューバ

のスペイン植民都由の場合も、およそ、その範囲に収まっている。
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図7 都市モデ）レの類型 ー中央広場と街院のパターン

4.3 街区分割

28の都市図のうち、広場、街区、街路の規模が特定できるものについて、街区の分割パターンだ砂に着目し

て拍出すると図 8のようになる。同一都市でも複数の分割パターンが見られる。

広場や教会など一街区全体を用いるものから、 2分割、 3分割・・・・ 20分割までみられるが、それぞれ考

えられている分割モデルは容易に理解できる。街区内部の土地の利用の問題から、 3X 3の分割、すなわちナイ

ン・スクエア形の分割は極めて少ない。

シェンフエゴスおよびカルデナスのようにフランスの影響も、この街区分割のパターンに認めることができ、

初期の極めて単綺な上地分割パターンが変わっていったことがわかるが、実際にどのように分割が行われたか、

また、どのように再分割が進行したかについては信々の都市についてみていく必要がある。
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図8 街区分割のパターン
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ューバ都市の変容

ューバのスペイン植民都市、すなわちスペイン統治時代に建設された都市 58のうちかなりの都市について

、衛星写真 XXXによって、その現況をある程度伺うことができる。しかし、ここでは都市図の残る、上記 26

市の現況について確認したい（図 9)。

1 サンフェリペ

2 カルデナス

3 ヌエヴァ・パス

4 ハルコ
図9 現況航空写真

世界文化遺産に登録された 4都市については、その都市

形成と変容について別個に考察が必要となるが、シェンフ

エゴスの場合、その計画理念とその後の発展過程に極めて一

貫するものがある。すなわち、グリッド・パターンの街路体

系がものの見事に実現し、その後も体系的に都市計画が行わ

れてきた典型がシェンフエゴスである。これは、同じように

港湾都市として計画されたカルデナスについても指摘できる。

キューバの南岸と北岸を代表するのがこの 2都市である。

1 9世紀初頭に建設されたこの二つの都市に対して、 17 

世紀後半から 18世紀にかけて建設された都市の多くは、完

結的な基本モデルを用いたと思われるが、基本モデルをその

まま実現させたと思われるものは、サンチアゴ・デ・ラス・

ヴェガス、ヌエヴィタスを除くと少ない。サン・フェリペの

場合、測量技術が未熟であったことが明らかで、当初からグ

リッドが歪んでいる。また、ハルコの場合、地形が急斜面に

あり、基本計画はそのまま実現していない。さらに、ギネス

の場合、既存集落があり、グリッドが既存の街路に引きずら

れて、当初から二重になっている。また、広場も新旧二つが

そのまま維持されてきている。

以上のように、極めて当然であるが、スペイン植民都市と

いっても、その具体的な計画、建設過程、変容過程は実に多

様である。

個々の都市の起源、形成、変容の過程についてのモノグラ

フを積み上げる中で、変わるものと変わるもの、都市、街区

の骨格とその使用についての基本原理を明らかにするのが大

きな課題となる。

都市形成過程、基本モデル、建設過程など詳細は省かざるを

得ないが、具体例を挙げておきたい。

図 10は、ヌエヴァ・パスの現況の宅地分割図である。ヌエヴァ・パスは、整然としたスペイン植民都市の基

本モデルを用いた典型的な都市であり、 19世紀初頭のキューバにおいて、依然として基本モデルが用いられて

いたことを示す事例である。

80vara X 80varaの街区を 3X 2=6個の宅地 (26.7varax 40vara) に分割するのが当初の計画であるが、

7 X 7=49区画、東南部の 2区画を除いて 47街区について、宅地分割のパターンをみると、角地と街区中央の

64 布野修司 I ハトとコラル ー非グリッドの土地分割システムー



図 10 

二現；ス図の門閾［国~し5」し／日：ロノフエゴス中し部
旦一 ＼亨¥ I 2006年 しー一..:!!'- : 宅地分割図

宅地で分割パターンは当然異なる。 2宅地を使う教会を除いて、 1宅地をそのまま用いているのが 19ある。そ

のうち 11は中央に位置する宅地である。以下、 2分割が 66、3分割が 94、4分割が 69、5分割 26ある。平

均すれば、 3,05である。

宅地の細分化は一貫して進行してきたことがわかるが、宅地分割のパターンとその立地には一定の傾向を指摘で

きる。一般に中央広場の周辺、そして北側の宅地は、分割数が少ない。街区全体の分割数も、その傾向を示している。

キューバにおける都市計画は、このヌエヴァ・パス以後、 19世紀半ばにかけて新たな展開をみせる。図 11は、

その典型と思われるシェンフエゴスの都市核の宅地分割図である。また、図 12は、その分割パターンを整理した

ものである。

キューバの植民都市の場合、あるいはメキシコのヌエヴォ・サンタンデールのエスカンドンの都市の場合でも、

長さを幅の 1.5倍とするインディアス法の規定 (11 2条）にもかかわらず、中央広場は正方形とすることが多い。

シェンフエゴスの場合も、 100ヴァラ X 100ヴァラという単純均ーなグリッドを用いているが、中央広場を二街

区分としている点、また公共施設を中央広場の周辺に配置している点、インディアス法が前提とされていたことは

当然である。建物の高さは平屋もしくは二階建てが基本で、モニュメンタルな建物でも現在も四層以下に押さえら

れている。かつての景観をよく残しているといっていい。

しかし、街区の細分化は、かなり顕著に進行している。当初の計画では、 23街区 (5X5=25街区から中央広

場の 2街区を除く） 230宅地が用意されていたわけであるが、当初の 1000ヴァラ平方のままで用いられているの

は 27区画である。また、合筆する形で用いられているのが 8区画である。その内訳は、 2000ヴァラ平方のものが 3、

3000ヴァラ平方のものが 5である。すなわち、分割されずにそのまま使われ続けてきたのは 48宅地（現在のロッ

ト数は 35) である。

元の 1,000ヴァラの宅地が二分割されたものは 37、三分割されたものは 44、四分割されたものは 32である。

以上で 16 1宅地となり、 230の 7割となる。骨格においてはそう大規模な再開発は起こらなかったことがわかる。

本格的

181 9年のフランス人デ・クルーエの入植以

降である。基本的に、 100ヴァラ X l 00ヴァラを街区の単位として、街

路幅も 15ヴァラの単純なグリッドシステムが採用された。また、最初の

6 3 3 4 都市モデルとしては 5X 5 = 25の街区が想定されていた。市域の拡張は、

喜］グリッドを延長する形で行われ、 1839年に斜めに直行する道路が造られ、

1879年にほぼ 45度回転した街区が東北部に作られた。

O 100varas 
I I z

▲
 

発展をコントロールする都市計画法は、 1856年に作られ、改定を繰り

門返すかたちで今日まで維持されている。詳述する余裕はないが世界文化遺

1 1 2 8 産に登録される上で大きな力になったのはこの景観コントロールシステム

図 12 分割パターンである。
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‘‘リッド都市ースペイン植民都市の空間理念とその変容一

ヽは、予め入手したセビージャのインディアス古文書館 (AGI) に収蔵された地図資料によって、キュー

ナるスペイン植民都市の類型を明らかにし、さらに実際に用いられた都市モデルを明らかにした。インディ

の規定とは異なって、実際は、全て正方形グリッドが用いられているように、かなり簡便な計画が行われ

ヽることを具体的に詳細に指摘したこ。そして、キューバにおいて、ハトとコラルによるユニークな土地分割

システムが行われてきたことを明らかにした。スペイン植民都市がワンパターンであるという一般の理解は誤解

である。

街路体系、街区構成、宅地分割の変化については、ヌエヴァ・パス、シェンフエゴスについて一部その分析を

示した。個別の分割変容のパターンは一概に言えないが、グリッド・パターンの持続性は一般的に指摘できるで

あろう。カリブ海域とメキシコ東岸のスペイン植民都市の展開について大きな見通しを得ることができた。この

作業をラテンアメリカ全体に広げることが目指される。「グリッド都市ースペイン植民都市の空間理念とその変

容ー」といった本が出せたらと思う。

関連して執筆した論文は以下である。

* J.R. ヒメネス・ベルデホ、布野修司、齋木崇人、スペイン植民都市図に見る都市モデル類型に関する考察、 Considerationson Typology of City Model described in Spanish 

Colonial City Map, 日本建築学会計画系論文集，第 616号pp91-97,2007年 6月

* J.R. ヒメネス・ベルデホ、布野修司、齋木崇人、 ホセ・デ・エスカンドンの都市計画モデルに関する考察 Considerations on Urban Model by Jose de Escandon、日本建築学会

計画系論文集，第 617号pp95-101,2007年 7月

* JR. ヒメネス・ベルデホ、布野修司、齋木崇人、ホセ・デ・エスカンドンによる計画都市の変容に関する考察、日本建築学会計画系論文集，第 620号pp!19-125, 2007年 10

月、 Considerationson Transformation of Urban Model by Jose de Escandon, J. Archit. Plann. AU, No.620, pp 119-125 

* JR. ヒメネス・ベルデホ、布野修司、山田協太、キューバのスペイン植民都市モデルの類型に関する考察、 Considerationson Typology of Spanish Colonial City Model in Cuba, 

日本建築学会計画系論文集，第 623号pp,2008年 1月

* JR. ヒメネス・ベルデホ、布野修司、山田協太、ヌエヴァ・パス（キューバ）の都市形成と街区分割に関する考察、 Considerationson Urban Formation and Block Division of 

Nueva Paz(Cuba), 日本建築学会計画系論文集，第 623号pp,2008年 1月

* R. ヒメネス・ベルデホ、布野修司、山田協太、ハトとコラル：キューバにおけるスペイン植民領域分割システムに関する考察、 Hatosand Corrales: Considerations on Spanish 

Colonial Territory Division System in Cuba, 日本建築学会計画系論文集，第 625号pp579-585,2008年 3月

* ].R. ヒメネス・ベルデホ、布野修司、山田協太：シェンフエゴス（キューバ）の都市形成と街区分割に関する考察 Considerationson Urban Formation and Block Division of 

Cienfuegos (Cuba)、日本建築学会計画系論文集、第 626号、 pp781-787、2008年 4月

* Jimenez Verdejo Juan Ramon、ShujiFuno & Kyota Yamada : The Hatos and Corrals: Considerations on the Spanish Colonial Territorial Occupation System in Cuba."JAABE 

Journal of Asian Architecture and Building Engineering. Vol.7, Noふpp."May, 2008 
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注釈

拙著、『カンポンの世界 ジャワの庶民住居誌｝、 PARCO出版、 1991年

1l 英語のコンパウンド compoundは、カンポン kampungに由来すると OED(Oxford English Dictionary)はいう。人類学で一般的に用いられるコンパウンド、ホームステッド、

セトルメント、さらにホーム、ハウスといった言葉を検酎する中で、椎野若菜（「コンパウンド」と「カンポン」ー・居住に関する人類学用語の歴史的考察ー」、『社会人類

学年報』、 Vol.26、2000年）は、カンポンという言策がコンパウンドに転訛していく過程に西欧諸国の植民地活動があるとする。すなわち、バントウン、バタヴィアある

いはマラッカにおいて民族集団毎に囲われた居住地の一画を指してそう呼ばれていたのが、インドの同様な都市の区面も同様にそう呼ぶようになり（インド英語 Anglo-

Indian English)、カンポン＝コンパウンドはアフリカ大陸の囲われた集落にもmいられるようになったというのである。コンパウンドというのは、①囲われた空間、ある

いは②ムラ village、バタヴィアにおける「中国人カンポン」のような、ある特定の民族によって占められた町の区画を意味する。まさに、カンポンはそういう空間である。

カンポンの語源については、ポルトガルのカンパンハ carnpanha,カンボ carnpo(キャンプの意）の転訛、フランス語のカンパーニュ campagne(田舎 country)の転訛と

いう説もある。

直 拙稿、「植民都市の建設者・・。酎画理念の移植者たち」、 traverseI 4,2000 : 「植民都市の特性と類型 オランダ植民都市研究」、 traverse4,2003 

IV 拙組著書：『近代世界システムと植民都巾』、 Jj(都大学学術出版会、 2005年にまとめられている。

v 山口潔子，布野修司，安藤正雄，脇田祥尚，柳沢究：ヴィガン（イロコス，フィリピン）の街区構成に閤する考察，BlockFormation in Vigan, Ilocos, the Philippines, 日本建築

学会計面系論文集，第 553号， pp209-2I 5, 2002年 3月。山口潔子，布野修司，安藤正雄，脇田祥尚・ヴィガン（イロコス，フィリピン）における住宅の空間構成と街区分割，

日本建築学会計両系論文集，第 572号， ppl-7,2003年 10月
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メネス・ベルデホ、応地利明）

VIIJ 現地調査は、第一次調査 (2005年6月6日-21日、 JRヒメネス・ベルデホ）、第二次調督 (2006年 8月 13日-9月3日、 JRヒメネス・ベルデホ、布野修司、応地利明、

山田協太）、そして第三次調査 (2007年 9月3日-9月 18日、 JRヒメネス・ベルデホ、布野修司）の三回行った。踏直し、地図等資料を入手した都市は、ハバナ、サ

ン・アントニオ・デ・ロス・バニョス SanAntonio de las Banos、シェンフエゴス，ヌエヴァ・パス NuevaPaz, サン・フェリペ SanFelipe、ギネス Guines,Nuevitas、カル

デナス Cardenas、サンチアゴ・デ・ラス・ヴェガス Santiagode las Vegas、ハルコ Jaruco、マタンザス Matanzas、トリニダード，サンタ・クララ SantaClara、レメディ

オス Remedios、プラセタス Placetas、カイバリエン Caibarien、サグア・ラ・グランデSaguala Grande、ヴァラデロ Varadero、ホルギン Holguin、ジバラ Jibara、マヤ

リMayari、バラコーア Baracoa、バヤモ Bayarno、グアンタナモ Guantanamo、サンチアゴ・デ・キューバ、ピナール・デル・リオ Pinarde] Rioである。そのうち、臨地

調査を行ったのは、ハバナ，サン・アントニオ・デ・ロス・バニョスシェンフエゴス，ヌエヴァ・パス、サンチアゴ・デ。ラス・ヴェガスなど、そしてサント・トミンゴ
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X lX 1868年から 1878年にかけてのキューバの独立戦争。

x x 1 caballeria=60ファネカス fanegasファネガは麦畑の耕作単位=100ピエ pie>< 200pie: ピエは「足」を意味し、ほぼフット（フィート）と同じである。 lpieは約 1フィー

ト=0.278635m (12プルガダpulgada(インチ））。 pieは「足J、pulgataは「親指の大きさ」を意味する。ヴァラは「木組、足場」に由来し、「細長い棒」を意味する

が、 3ピアの長さをいう。他にパルマ palma(「手のひら」）、ブラサ brazaという単位が用いられ、 1ヴァラは 4パルマ、 2ヴァラが 1ブラサである。具体的には 1ピエ

=0.2786m、lヴァラ =0.8359mとされている。ただ、キューバ・ヴァラ varacubanaは0.848mとされる。 ］カバレリアは、 134,3oorrlcキューバ）、 785,8001汁（プエ

ルトリコ）、 3S6.3oorrlcスペイン）と、地域によって異なる。

x x i peonias = 1/ 4 caballeria = 50pie >く !OOpie 約 3s1rrl

XX  jj --・ 時間に歩く距離をいう。古代のスペインでは、 5572.7mとされる。英米では約 3マイルとされる。

xxlli一時間に歩く距離をいう。古代のスペインでは、 5572.7mとされる。英米では約 3マイルとされる。キューバ・レグアは llegua = 5000 varas = 4.24 km. (1 vara 

cubana = 0.848 m. 約 2.635マイル、 5,078カスティリア・ヴァラ Castillianvaras.l。

) (x iv Rousset, Ricardo V., Historia de Cuba .. La Habana 1918 

XX  V 27枚か Mapsof AG! cartography. lvlapas y pianos de Santo Domingo所蔵、 1枚は Mapsof Naval Museum. Spain所蔵てある

XX  Vi J.R. ヒメネス・ベルデホ、布野修司、山田協太、キューバのスペイン植民都市モデルの類型に関する考察、 Considerationson Typology of Spanish Colonial City Model m 

Cuba, 日本建築学会計画系論文集，第 623号 pp,2008年 1月

xx汀ホセ・デ・エスカンドンの都市モデルは、大きく二種頃に分けられる。街区の大きさは、 200ヴァラ varax 200ヴァラ varaと塁本とするが、プラサの人きさ (A:JOOvara 

x lOOvara, B:200vara x 200vara) と宅地の大きさ (A:20vara X lOOvara, B:25vara x lOOvara)が毀なっている。

X XVlliヴァラは、ピエ pieとともに、均近なスケールについて用いられる。ピエは「足」を意味し、ほほフット（フィート）と同じである。ヴァラは「木組、足場」に由来し、「細長い

棒」を意l床するが、 3ピアの長さをいう。他にパルマ palma(「手のひら」）、フラサ brazaという単位が用いられ、 1ヴァラは 4パルマ、 2ヴァラが 1ブラサてある。具体的に

は 1ピエ =0.2786rn、lヴァラ =0.8359mとされている。 xx ix I vara=3pie 

x x x Satelli,e photographs Google earthによって47都市の規況が確認できた。
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